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１. はじめに
 首都大学東京の教職課程においては、3年次の 4月に「予備申請ガイダンス」に出席
し、6 月に教育実習申請書類（「教育実習の課題」というテーマのレポートを含む）を
提出し、秋に「合同指導」といって教育実習を終えた 4年生の事後指導に出席すること
を課している。4 年次には、4 月に「本申請ガイダンス」と「教科別指導」に出席し、
教育実習を終えたあと（時期は実習校の定めによる）、秋に事後指導（「合同指導」）に
出席することとなっている。これらのうち、3 年次の「合同指導」、4 年次の「本申請ガ
イダンス」と「教科別指導」が教育実習の事前指導である。3年次の事前指導と 4年次
の事後指導を合わせた「合同指導」では、教育実習後に提出を課している「実習を終え
て」というテーマのレポートと研究授業の指導教案を基礎資料としてグループ討議を行
うことになっている。 
3 年次の事前指導と 4 年次の事後指導を合同で行う意義は、大きく分けて二つある。
一つは、これから教育実習を行う 3 年生が、既に教育実習を経験した 4 年生の話を聞く
ことで、漠然と抱いている不安に対して具体的な認識を得て対応策を考えられたり、気
にかけたほうがよいことは自分が思っていたのとは別のところにあると気づかされた
りして、以後教育実習に向けて何をするべきなのかをより正確に把握できるようになる
ことだ。いま一つは、実習を終えた 4年生にとって、他の 4年生たちの話を聞いて自分
の経験を相対化したり、3 年生の役に立つことを考えながら自分の経験を語って聞かせ
たりすることで、教育実習を通じて習得したことや今後の課題をより明確にする機会と
なることである。 
 実習経験者と未経験者の合同指導の意義を検討した研究として、林・永木（2017）が
ある。林・永木が担当した法政大学での合同指導は、3年生の指導案作成と模擬授業を
4 年生が指導・支援するというもので、首都大学東京の合同指導の内容とは異なる点に
留意しなければならない。その上で、「3 年生は 4 年生の実習経験からスキルと精神的
態度を学び、また、4 年生は 3 年生に伝える際、『経験の言語化』を伴うことでより確
実な振り返り（省察）を行っていると考えられる」（林・永木 2017、14-15 頁）という
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指摘は参考になる。ここで言う「スキルと精神的態度」とは何であろうか。これらは演
習終了後に 3 年生 25 名、4 年生 41 名の履修者に求めたコメントにおいて、3 年生が 4
年生による指導案の添削について「つまづき・安全配慮・予想回答など細かい点まで想
定して作成することを教えてくれた」、「細かな添削指導をしてくれた」と感謝し、模擬
授業については「生徒の立場を考えた授業づくりの大切さ」、「生徒との関わり方」、「教
師の立ち居振る舞い」を教わったことが役に立ったとしたことを総括した表現である。
しかしこうしたことを「スキルと精神的態度」とするのは妥当かどうかについては検討
の余地がある。 
 そこで本稿では、筆者が担当した事後指導の内容を検討することを通じて、実習未経
験の 3年生と経験済みの 4年生がともに学ぶ教育実習事後指導の意義を考察したい。 
 
２. 検討対象 
 本稿で対象とするのは、筆者が 2017 年 10 月 12 日に担当した事後指導（2コマ、180
分）である。出席者は 4 年生が 8名（実習未経験者 1 名を含む）、3年生が 13 名で、高
校で地理歴史・公民の授業を担当した／する予定の学生たちであった。 
 本指導の流れをおおまかに示す。指導を始める前に、既に提出されていた「実習を終
えて」というレポートと実習録を、実習を終えた学生たちに返却した。実習経験者たち
はそれぞれレポートと実習録を読み返し、実習のことを思い出していた。そして最初に、
「実習前に課題だと認識している／していたのはどういうことか」と問い、配布した用
紙に各自で回答を記入する時間を設けた。実習経験者にも実習前に課題だと認識してい
たことをたずねたのは、未経験者だった頃のことを思い出すことで、これから実習を経
験する学生の立場に立って発言できるようになると考えたからだ。次に、そばに座った
2～3 名で、用紙にどういうことを記入したか報告しあい、それを書いた理由やより詳
細な内容を質問しあう時間を設けた。このような時間を設けたのは、他の人と話すこと
で過去をより詳細に思い出したり思考を深めたりすることができ、その後の議論にむけ
て打ち解けることもできると考えたからである。ひとしきり話したと見受けられた時点
で、ペア・グループで話すのを終えるよう指示し、全体指導に切り替えて、そこからは
学生の発言を筆者が板書していき、発言間の関係などを示しながら進行した。まずは実
習経験者一人ひとりに、全員に向かって「実習前に課題だと認識していたこと」と「そ
の課題は達成できたか」について発表するよう求めた。実習前は想定していなかった課
題に実習を通じて直面した場合は、それも併せて話すよう求めた。一人ひとりが発表す
るごとに、未経験者、また経験者や筆者が質問をすることで、課題をいかに達成したか
がより明確になるようにした。実習経験者の発表が終わると、未経験者が一人ずつ、「実
習前に課題だと認識していること」を、経験者の話からわかったこともふまえつつ発表
した。それぞれが挙げた課題に関して助言できることがあれば、その都度経験者から話
してもらうようにした。最後に、ここまで話したことを、経験者は「今後の課題」、未
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経験者は「経験者の話を聞いて知ったこと」としてまとめて用紙に記入することを求め
て、指導を終えた。 
 なお、「実習前に課題だと認識している（た）ことはどういうことか」「今後の課題」
「経験者の話を聞いてどんなことを知ったか」が記入された用紙（無記名）は指導終了
後に回収した。本紀要に実践報告を掲載することを説明し、用紙に記入されたことを掲
載してもよければ協力してほしいと依頼して、全員から承諾を得た。本稿での学生の言
葉の引用はこの用紙から行う。 
 
３. 経験者にとっての課題 
 先述したように、本指導では始めに「実習前に課題だと認識している／していたのは
どういうことか」を問うた。本節では、経験者は何を課題と認識し、実習においてどの
ようにその課題に取り組んだか、あるいは実習を通じて課題の認識がどう変化したかに
ついて見ていきたい。 
 
（１）経験者が実習前に課題だと認識していたこと 
 最初に、経験者の認識から検討していきたい。経験者が課題として認識していたのは、
大別すると、①授業に関すること、②生徒との関係に関すること、③教師という職業に
関することの三つであった。 
 
①授業に関する課題 
 授業に関しては、「授業の時間配分」、「授業での話し方のスピード」、「しっかり（プ
リント・黒板ではなく）生徒の方を見て話す」というように授業時の具体的な技術を挙
げる学生、「授業準備、教材研究をしっかり行うこと」、「授業に向けてネタ探し。常に
アンテナを張っておく」と教材・教具の準備に言及する学生、「生徒が主体的に参加で
きる授業づくり（実際に何をすれば生徒が主体的に参加できるか／どういった要素を指
導案を作る段階で組み込むか／授業中に生徒の反応に対して臨機応変に対応できる
か）」、「実習校の生徒に合った授業スタイルをみつける」、「担当教科に対して苦手意識
を持っている生徒に対する配慮」といったように自身の教育理念にもとづく授業の実現
の方法に言及する学生がいた。 
 
②生徒との関係に関する課題 
 生徒とどう関わるかについては、「生徒とのコミュニケーション」とだけ記述するほ
か、「自分からまず心を開いて積極的に生徒の中に入っていく。日々のコミュニケーシ
ョンがその後の信頼関係につながる」、「生徒との関わりを大切にする。それが学校を知
る近道だと思うから。授業はもちろん、その他の場面でも。心を開いてくれないと、授
業もやりにくい。学校は生徒が主役」とより詳細に記述する学生もいた。生徒と関わる
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以前の課題であるともいえるし、生徒との関係づくりを通して可能になるともいえるが、
「生徒の実態把握」を挙げる学生もいた。 
 
③教師という職業に関する課題 
 学生たちは、教職に関する授業で学んできているものの、まだ学校現場を経験してい
ないことを意識し、実際の教職について知ることを課題だと認識していることが、「現
場の教師の様子、生徒の様子をよく見ること（どんな仕事をしているか、どのように関
わりあっているのか）」、「教師という職業を知る。これまで生徒側から見てきたが、教
育者として大変なこと、やりがいなどを現場で感じる」、「卒業生ではなく教師としての
自覚を持つこと」、「先生ではなく（部活動の OB として訪問していて－筆者注）先輩と
しての関係性に慣れているのでうまく距離感を掴めるか」、「学習塾での講師のアルバイ
トの感覚との混同」という記述からわかった。 
 これらのほかに、「大学で学んだことを現場でいかに実践するか」、「授業案の作成な
ど授業時間外の仕事がきちんとこなせるか」という記述もあったが、実際に教師として
働く場合の課題として見れば、これらも教師という職業に関する課題に含めることがで
きるだろう。 
 
 ここまで、経験者が実習前に課題だと認識していたことを見てきた。挙げられた数が
一番多かった（20 回答中 10、各自複数の項目を挙げている）のは授業に関する課題で
あった。三浦（2015）は亜細亜大学で中学校・高校での教育実習の開始前に学生を対象
に記述式のアンケートを行い、「①不安に感じていること」、「②実習中に意識して気を
つけたいこと」、「③実習までに準備すること」をたずねている。この中で「②実習中に
意識して気をつけたいこと」には「挨拶」、「笑顔」、「言葉遣い」、「時間厳守」、「服装身
だしなみ」といったように、実習に臨む態度に関わる記述が多いものの、「①不安に感
じていること」と「③実習までに準備すること」としては授業に関する記述が多くなっ
ている（三浦 2015、3-4 頁）。これら①～③は本指導の「課題だと認識していたこと」
と同一の質問ではないが、その内実には重なりがあると考えられる。また、校種は異な
るが、大杉・山本・田村（2017）は大阪樟蔭女子大学において、小学校での教育実習を
体験する前の学生 28 名を対象とした記述式のアンケートを実施し、学生が最も不安を
抱いているのは「授業づくり」に関することだと明らかにしている（大杉・山本・田村
2017、40 頁）。これらの調査結果からも、実習前の学生の多くは授業に関することを課
題だと認識する傾向があることがうかがえる。 
 
（２）教育実習をどう経験したか 
 以上のような課題認識を有していた学生たちは、教育実習をどのように経験したのだ
ろうか。経験者の話から論点となったこととして、授業と生徒理解、生徒との距離、実
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習校の指導教員との関係の三つが挙げられる。本項ではそれぞれについて述べていく。 
 
①授業と生徒理解 
 課題として挙げる学生が一番多かった授業に関しては、教材研究を怠らないこと、教
科に関わる知識を身につけておくことの重要性が確認されていた。たとえば、「授業準
備や教材研究は、あまり余裕をもって行うことができなかった。私は就職活動とも並行
していたので、もっと計画的に、前から知識の予習、復習をしておくべきだった」と反
省する学生や、「知識があるのは最低条件」とする学生がいた。 
 実習前に課題とされていた、授業をする際の時間配分や話し方といった具体的な技術
に関わっては、経験を重ねれば習得していけると実感されていた。ある学生は「まだ授
業に自信がない」としつつも「実習初日よりは終盤の授業はかなり上達した」と発表し
た。またある学生は「実習前は授業の技術、わかりやすく、どう展開するか、などを課
題にしていた。でも（実習を経てわかったのは－筆者注）、授業の技術は、数をこなし
て慣れる、やってみて経験を積むのが一番学べる。やってみて指摘してもらって、反省
して、次に活かす。ぎこちなさはどんどんなくなっていく」と話した。 
 これは実習前に課題と認識していたことに関する実習での気づきだが、実習前はさほ
ど課題だととらえていなかったことが実習を通じて課題として意識されるようになっ
たということもあった。次の報告は、（１）の①に示したように、「生徒が主体的に参加
できる授業づくり（実際に何をすれば生徒が主体的に参加できるか／どういった要素を
指導案を作る段階で組み込むか／授業中に生徒の反応に対して臨機応変に対応できる
か）」を課題として挙げた学生によるものである。 
 
「最初の授業では、指導案に『生徒に発表させる』であったり、『考えさせる』といっ
た時間を組み込んでいたが、それだけではうまくいかなかった。自分が意図している通
りに生徒の反応が返ってくることはほとんどなく、自分が課題としていた主体性を引き
出すといった所は達成できなかった。一方的な押しつけで生徒が主体的な授業を作るの
は難しいと感じた。なので、実際、学校に行って感じたのは、生徒の理解度や、興味関
心などを含めて、自分が関わる相手を知るということは重要であるということだ。」 
 
この学生は、実習を経験することによって、教師にとっての重要な課題に生徒理解があ
ることに気づいている。（１）の②に挙げたように「生徒との関わりを大切にする。そ
れが学校を知る近道だと思うから」と発表した学生がいて、生徒を知ることが学校を知
ることになるというこの意見が共有されたうえで、上記のように、生徒を知ることは授
業にも直結しているという気づきが示されたことで、実習前にはさほど課題だととらえ
られていなかったと見られる生徒理解の重要さが学生の間で認識されることとなった。
なお、先述したように「生徒との関わりを大切にする。それが学校を知る近道だと思う
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から」と発表した学生は、本指導のまとめとして次のように書いた。 
 
「生徒理解は授業につながるというのは、そうだなと思った。実習で授業中に、ある女
子生徒を指名したら、反応がなかった。後から先生に話を聞くと、つい最近まで不登校
だったらしい。生徒のことをよく知っていれば配慮できることだ。話し合いができるク
ラスもあれば、苦手な子が多いクラスもある。生徒を日ごろからよく見て、知ることを
意識しなくてはならない。」 
 
本指導においてはいくつかのことが議論されたなかで、このように生徒理解と授業との
関係を取り上げて書いていることからは、生徒を知ることを課題としていた学生であっ
ても、それが授業と関係するとは全く意識していなかったこと、しかしこのことがわか
る経験自体は実習でしていて、他の学生の発言を受けてその経験を別様に解釈でき、新
たな学びを得たことがうかがえる。 
 先述の三浦の調査では、教育実習後に「実習の前後で見方が変わったこと、ギャップ
を感じたこと」もたずねている。教育実習前に実施したアンケートでは、生徒に関わっ
ては「生徒とのコミュニケーション」に言及する回答がいくらかあった程度だったのが、
教育実習後のアンケートでは「生徒理解」に関する回答が多く見られた（三浦前掲論文、
4-5 頁）。質問が「見方が変わったこと、ギャップを感じたこと」であるので、生徒の
姿が予想していたのと違っていたことを示しているにすぎず、生徒理解が課題であると
の気づきが生まれたとは解釈できない。とはいえ、生徒理解が学生たちの意識にのぼる
ようになったとはいえるだろう。同じく先述した大杉・山本・田村の調査では、教育実
習を終えた学生に「教育実習前に、知っておきたかったこと、身につけておきたかった
こと」をアンケートで五段階評価でたずねており、質問項目の中には子ども理解に関わ
るものとして「子ども理解の仕方」、「子どもとの関係のつくり方」、「生徒指導の基本的
な考え方」という項目が入っている。この三つの中で五段階評価の平均値が 4を超えた
のは「生徒指導の基本的な考え方」のみであった（大杉・山本・田村前掲論文、45 頁）。
「子ども理解の仕方」と「子どもとの関係のつくり方」に関しては、小学校では中学・
高校と違って基本的に一つのクラスの子どもと一日の大半をともに過ごすことになり、
年齢的にも遊びなどを通じて子どもと触れあう機会が多いため、値が高く出なかったこ
とが推測される。それでも、「生徒指導の基本的な考え方」の平均値が高かったことか
らは、実習後に生徒理解の必要性を感じる学生が少なくなかったことがうかがえる。こ
うした調査結果は、実習前にはさほど意識されていなかった生徒理解が、実習を経て課
題だとみなされるようになるという、本指導で見られた傾向の傍証となるだろう。 
 
②生徒との距離 
 学生たちの間で異なる意見が交わされて議論になったのは、生徒とどう距離をとるか
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をめぐってであった。（１）の③で挙げたように、経験者の中には実習前に「先生では
なく先輩としての関係性に慣れているのでうまく距離感を掴めるか」、「卒業生ではなく
教師としての自覚を持つこと」を課題としていた学生がいた。これらの前提には、実習
生であっても生徒にとっては教師となるのであり、教師としてとるべき生徒に対する距
離があるはずだ、という認識があると推測される。 
 経験者から出された意見としては、「生徒との関係がフラットすぎると叱らなくては
いけない時に叱れなくなる」というものがある（学校現場で行われている「叱る」とい
う行為やその仕方を問う視点が求められるが、そのことは筆者が担当する教職科目で扱
うので本指導では掘り下げなかった）。しかし別の経験者からは、「生徒との距離は近い
くらいのほうがいい」との意見が出された。生徒との距離が近かったことで、生徒を知
ることができ、一定程度の信頼関係を築くことができて、生徒とやりとりしながら授業
をすることができたという。未経験者も含めて、生徒と近づきすぎてはならないと認識
していた学生が少なくなかったため、後者の意見は新鮮なものとして受けとめられてい
た。 
 今後の教職生活で考え続けるものとして、こうした議論に結論を出すことはしなかっ
たが、生徒との距離がどうであれ、生徒のことを知ることも関係を築くこともできるこ
とが経験者から示されたといえる。というのも、生徒を知って関係を築く基礎的な条件
として、生徒の名前と顔を覚えることを挙げた経験者がいたからである。他の経験者か
らは、実習開始当初は授業で生徒の方をきちんと見ることができなかったが、徐々にで
きるようになっていったという話もあり、これもまた生徒との関係を築く基礎的なこと
である。関連して筆者からは、以前関わった実習生が、人の名前を覚えるのが不得手だ
からと、担当する生徒の名前を全て自分で読み上げて録音し、それを繰り返し聴くこと
で覚えられていたというエピソードを紹介した。また、何人もの教師から教わってきた
こととして、生徒との他愛のない雑談を通じて生徒がどのようなことに興味を抱き、注
意を払っているのかを掴むことができるとも話した。総じて、目立たないが生徒と関わ
る基礎的な条件として見逃せないことが確認できただろう。 
 なお、「生徒との距離は近いくらいのほうがいい」と発言した学生は、近づきすぎる
とハラスメントになり得ることにも言及した。この点については後述する。 
 
③実習校の指導教員との関係 
 三浦によれば、教育実習前に不安に感じていることとして実習校の指導教員との関係
を挙げた学生がおり、実習後のレポートにも、指導教員とあまり会話ができず打ち解け
られなくて悩んだことや、指導教員の授業スタイルと自分が望むスタイルとの違いに悩
んだことを綴った学生がいた（三浦前掲論文、3 頁、9-10 頁）。本指導においても、未
経験者が課題として挙げた中に「先生との距離感」があった。 
 経験者の中には、事前にこうしたことを課題だと認識していた学生はおらず、実習に
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おいても指導教員とどう関わるかで悩んだという学生はいなかったが、指導教員の授業
を踏襲するかどうか、指導教員の授業に学びつつも自分の独自性を出すにはどうしたら
いいかということで悩んだ学生がいた。たとえ指導教員が実習生のしたいように授業を
させたとしても、生徒が指導教員の授業の方法に慣れていると、それとは違った方法で
授業をすると生徒を戸惑わせるとの指摘があった。 
 このことをめぐる議論では、指導教員の授業方法が自分が計画していたものとは違っ
た場合に悩みを抱えざるを得なくなることへの共感が示されたり、違う方法を学ぶ機会
ととらえることもできるという意見が出されたり、実習中に指導教員から「若いからこ
そできる指導がある」と言われたとの話があったりした。結論が出せるものではなかっ
たが、教育実習にとどまらずその先の教師生活においてもこうした葛藤を経験していく
ことになるだろうという見通しを持つことはできた。なお、指導教員との関係において
もハラスメントが起きることがあり、②の最後に触れたことと併せて後述したい。 
 
 ここまで、授業と生徒理解、生徒との距離、実習校の指導教員との関係の三つをめぐ
る学生の気づきや議論を見てきた。同じ経験者の間でも、互いに経験を報告することで、
新たに学びあえることがあるとわかった。 
 
４. 未経験者が経験者の話を聞く意義 
 次に未経験者にとっての本指導を検討したい。未経験者が課題として挙げたことは、
経験者が実習前に認識していた課題とほぼ重なっていた。付け加えるとすれば、授業に
関しては、板書の仕方、声の出し方、「字の汚さ」といった具体的な技術を挙げる学生
や、「相手の生徒ひとりひとりを見て対話する授業」、「『学ぶ』ことの本質について考え
ること。“受験のため”の勉強ではなく、社会に出た時にも“いきる知識”をいかにし
て伝えるのか」とより抽象度の高い課題を挙げる学生がいた。教師という職業に関して
は、「母校に行くからといってお客様気分、里帰り気分で行くのではなく実習生として
ふさわしい態度をとる」、「ボランティアや学習支援員、心理サポーターとしての視点と
は違った“教師”としてのものの見方、生徒とのかかわり方を知る」という記述が見ら
れた。「挨拶や時間を守った行動」という実習態度を挙げる学生もいた。 
 前節３では教育実習を終えた学生の経験を取り上げたが、実習前の経験者と同様のこ
とを課題として認識していた未経験者からの質問を受けてさらに説明されたことも含
んで記述した。経験者からも質問が出されて全員で議論となったため、未経験者から出
された疑問だけを切り取ることは難しい。そこで、未経験者が本指導のまとめとして書
いたことを通して、経験者の話からどのようなことを得たのか見ていきたい。以下、未
経験者の記述をいくつか紹介する（下線は筆者によるもの）。 
 
「話を聞いて、生徒との距離の取り方がやはり大事だなと思いました、それに関係して、
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生徒理解は重要だと感じました。生徒理解は授業にもつながるという考えは、今までな
かったので、授業と生徒理解・生徒との距離をリンクさせることができたので貴重な体
験でした。また、イメージしていたものと違うことを要求される可能性もあるようなの
で（進路指導の一環として進路選択の経験について話すよう求められたり、道徳の授業
も担当するように言われたりすることもあると筆者が話したことを受けている－筆者
注）、臨機応変な行動をとれる心づもりをすることが大切だなと思いました。」 
 
「ほぼ全員の先輩方から生徒との距離のとり方についてのお話がありました。自分の今
の時点では、授業や教師としての仕事の理解の方が不安で重要なことなのかと思ってい
たのですが、生徒とのかかわりや生徒理解が授業の質の向上にも繋がるということに気
づくことができ、自分の視野が広がりました。」 
 
「授業に関することは非常に今後に役立てられるようなお話が多くあったが、授業外で
のことでも非常に参考になるお話が多かったと思う。特に、生徒たちとの距離感の話は
印象的であり、実際に自分が実習に向かった際には自分も苦戦するようなこともあるの
かもしれないと感じた。また、専門的な知識なども残りの約半年間でより多くつけてい
くようにし、そうしたことを通じて実習の際の自信などにもつなげられると良いと思
う。」 
 
「やはり自分自身で実習先に行って経験から教え方や生徒との接し方を学ぶのが最も
大切なのかもしれないが、実習を経験された方から得た『経験』はこれから行く教育実
習への不安を取り除いてくれた。具体的には、生徒と打ち解けるためにまずは顔と名前
を覚えることを優先するという話は非常に参考になった。部活動や自分の大学での生活
など、話のネタはたくさんあると思うので、生徒となるべく距離を近くできるように頑
張りつつ、経験者の話にあった『フラットすぎて叱れない』という状況にも対応できる
ように考えておきたいと思った。」 
 
これらの記述からは、本指導を通じて教育実習に必要な認識、気づきを得られたり、実
習に対する不安を払拭できたりしたことがうかがえる。 
 上記のうち 2 名の未経験者が生徒理解と授業とのつながりについて言及しているが、
他にも 4 名が同じことに触れていた。簡潔にして要を得たものとして「授業の質や力量
と生徒との距離の取り方、生徒理解というのは別の独立したものであると思っていたが、
話を聞いてみて相互に影響を及ぼしているものであり、どちらか一方ができていたらい
いというわけではなくどちらもしっかりと取り組む必要があることがわかった」という
記述があるが、取り上げられたことの多さから、生徒理解と授業とのつながりの話が印
象に残った学生が多かったことがわかる。 
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５. おわりに 
 3 年次の事前指導と 4 年次の事後指導を合同で行う意義には、未経験者が経験者の話
を聞くことで教育実習に向けて何をするべきなのかをより正確に把握できること、そし
て、経験者が他の経験者の話を聞くことで教育実習によって習得したことや今後の課題
をより明確にする機会を得ることがあると最初に述べた。本稿でここまで見てきたこと
からは、これらの意義を改めて確認することができたといえる。 
 それに加えて確認できたのは、生徒理解や生徒との関係のあり方が授業と分けがたく
結びついていることを、それまでに受講していた教職に関わる講義で学生たちが学んで
こなかったということだ。筆者が特別活動や生徒指導に関する授業を担当しているため
に、このことに関する説明や助言が多くなり、結果として学生による言及も多くなった
可能性がある。とはいえ、今後の事後指導において気にかけるべき点であるかもしれな
い。筆者が担当する「特別活動論」と「進路指導・生徒指導」の授業の内容を検討する
必要が示唆されたともいえよう。 
 前節で、生徒や指導教員との関係においてハラスメントが起きる可能性があると述べ
た。寺崎（2017）が指摘するように、教育実習においては、実習生が指導教員や生徒に
よるハラスメントの被害に遭うことや、逆に生徒に対してハラスメント行為を行うこと
がある（寺崎 2017、163-167 頁）。首都大学東京では学生に対して『履修の手引き』の
別冊として配布する『教職課程の履修概要』の中に「セクシュアル・ハラスメントおよ
びアカデミック・ハラスメント」という項目を設け、実習先で気になることがある場合
は教務課か法人内外の相談窓口に相談するよう呼びかけている。しかし、本稿で見てき
た事後指導においては、学生たちが自分は被害者にも加害者にもなり得る存在であると
いうことをさほど意識していないと見受けられたため、ハラスメントについて簡単に話
すこととなった。今後、事前指導・事後指導や教職に関わる科目においてハラスメント
の問題を扱うことを検討していきたい。 
 いま一つの課題としては、地理歴史・公民という教科に内在した、教育内容に関する
議論ができなかったことがある。未経験者が課題として挙げたなかには、次のようなこ
ともあった。 
 
「公民、特に現代社会に関する知識の再確認が課題だと思っています。理由としては、
衆議院選挙等今も激しく動いている世の中を適切に把握し、自分の中でそれをどう教え
ていくのかを考える必要があると思ったからです。」 
 
「進学校の生徒を相手に授業をする上で恥ずかしくない知識量。生徒に『何故？どうし
て？』と考えさせ、生徒自身に興味を持って歴史を学んでもらえるような問いかけをで
きるようになること。」 
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「相手に『学習内容への興味を持ってもらえる授業』をすることを自分のテーマにしよ
うと考えています。具体的には、発問の仕方や、具体例の挙げ方でどう反応が変わるか
をよく見て試行錯誤していきたいと思っています。」 
 
こうした学生たちの課題認識に応える指導はできなかった。本格的に取り組むためには、
教科に関する科目や教科指導法の担当教員との連携が必要となってくるだろう。今後の課
題としたい。 
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